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❽ウサン嶽

❼メーヌカー

❶トーマヌウタキ（トーマの御嶽） ❷ウドゥングヮー（御殿小）
　与那覇に語り継がれている浦島伝
説の主人公、ウサンシーが眠ってい
ます。昔、ウサン嶽は海人が目印にす
る程小高く、富士山の様な美しい形
をしていました。
　しかし、沖縄戦、その後の開発など
の影響を受け、現在の形に様変わり
しました。

　カンジャーヤー跡（鍛冶屋跡
地）が当間原だったので、そう
呼ばれています。
　鍛冶屋の跡の火の神を中心
に祀ってある御嶽だといわれ
ています。戦前はシマヌ山とよ
ばれる小高い丘の中にありま
した。

　浦島伝説のウサンシー（穏作根子）の屋敷跡だと言わ
れています。戦前は瓦屋根の建物であったが戦争で破壊
され戦後にトタン屋根、現在はコンクリート建ての建物
です。村落祭祀の内、正月の初拝みから12月のトゥシヌ
ユルー（年の夜）まで祭祀儀礼が最も多く行われる拝所
です。

❸イントゥン・クシヌモー

❻ウーヌミーグヮー

　小高い丘陵（51.7m）で東西に連りムラの中で重要な
拝所です。北側にはウトゥーシ（遥拝所）があります。ク
シヌモーからムラウチに向かって「おーい」と呼べばヤ
マビコが帰ってきたそうです。

❹クボー御嶽
　クボー御嶽の拝所は本来、グスクヌチジの東寄
りにあったものが、現在は県道240号線（与那原向
け）に移されています。
　グスクヌチジ周辺は発掘調査によってグスク土
器や、中国産の陶磁器、石畳等が発掘されています。

　糸芭蕉が生えていました。池の中は中洲（陸
地）があり、真ん中が盛り上がっていて獅子の
頭に似ていたことから中洲にはシシガシラと
名がついていました。
　百度の御願に拝みます。

　メーヌカーはウブガー（産井戸）とも言われ、字民に子供
が出来ると、ウブガーの水で赤ちゃんを清め、加護を願いま
した。区民の皆様は正月に若水を汲んで仏壇にお供えしま
した。
　その他、ウマチーの日には、神人がメーヌカーで身を清め
イントゥンに登るなど、神聖な水として重宝されました。

　ヌンドゥルチは村落祭祀
を行う聖地です。ヌンドゥ
ルチに祀られているウ
コールは仲屋（宮城）と照
屋が祀っていましたが、現
在は、ノロもいないので区
長が代表で村落祭祀を
行っています。

ウサン嶽の入り口
写真：字誌より

❺ヌンドゥルチ（与那覇ノロ殿内）

与那覇MAP

現在バイパスとなっている場所に
グスクヌチジという丘がありました。

南風原・与那原バイパス計画道路

●与那原中央病院

●
東部消防組合
消防本部


